
議案
番号 件　　　　　　名 議決結果

各会派等の賛否
公

明

共

産

新

政

自

民

あ
お
ぞ
ら

無

会

27 専決処分の承認について（令和７年度座間市一
般会計補正予算（第１号）） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 専決処分の承認について（座間市市税条例の一
部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 専決処分の承認について（座間市国民健康保険
税条例の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 令和７年度座間市一般会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 令和７年度座間市一般会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 座間市立子育て支援センター条例の一部を改正
する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 市道の路線の認定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 財産の取得について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 令和７年度座間市一般会計補正予算（第４号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 財産の取得について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 固定資産評価員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提
11

アメリカ合衆国及びイスラエルによるイラン
核施設への爆撃に抗議する決議について 否決 ● ○ ● ● ● ◯4

●1

議提
12

中東における軍事衝突の拡大防止と外交的解
決を求める決議について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ◯4

●1

議提
13

事前復興まちづくり計画の策定支援を求める
意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ◯2

●3

議提
14

地方消費者行政に対する恒久的な財源確保等
を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提
15

米国の関税措置に対応した中小企業等支援策
の拡充を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ◯2

●3

議提
16

適格請求書等保存方式（インボイス制度）の廃止
等を求める意見書の提出について 否決 ● ○ ● ● ○ ◯4

●1

議提
17

児童相談所の適切な運用を求める意見書の提
出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ △ ○

議提
18

年少扶養控除の復活を求める意見書の提出に
ついて 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ◯4

●1

議提
19

食料自給率向上に向けた農政の抜本的転換を
求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ● ○ ○ ○

議提
20

米の実質的な減反政策の見直しを求める意見
書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
番号 件　　　　　　名 議決結果

各会派等の賛否
公

明

共

産

新

政

自

民

あ
お
ぞ
ら

無

会

議提
21

同性婚の法制化の議論を強く求める意見書の
提出について 原案可決 ○ ○ ● ● ○ ◯4

●1

議提
22

地方財政の充実・強化を求める意見書の提出
について 原案可決 ○ ● ○ ○ ○ ◯3

●2

陳情
14

市立プールの夏季開放再開に向けた検討を行
うことを求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情
23

地方財政の充実・強化を求める意見書を国に
提出することを求める陳情 採択 ○ ● ○ ○ ○ ◯3

●2

陳情
24

日米地位協定の抜本改定を求める意見書を国
に提出することを求める陳情 不採択 ● ○ ● ● ○ ◯4

●1

陳情
25

マイナ保険証の保有の有無にかかわらず、国民
健康保険加入者全員に資格確認書を発行するこ
とを求める陳情

不採択 ● ○ ● ● ● ◯3
●2

陳情
26

マイナ保険証の有無にかかわらず、国民健康保
険加入者全員に資格確認書を発行する手続を行
わせるための対応を求める意見書を国に対して提
出することを求める陳情

不採択 ● ○ ● ● ● ◯4
●1

陳情
27

スカイアリーナ座間とスカイグリーンパークとの間
の駐車場の業者との契約解除を求める陳情 不採択 ● ○ ● ● ● ◯1

●4

陳情
28 公園にできるだけトイレを新設することを求める陳情 不採択 ● ○ ● ● ● ●

陳情
29 通学路になっている私道の舗装を求める陳情 不採択 ● ○ ● ● ● ●

陳情
30

所得税法第５６条の廃止を求める意見書の提出
を求める陳情 不採択 ● ○ ● ● ● ○

令和7年（2025年）8月1日 第213号  （8）

の
調
整
は
現
在
考
え
て
い
ま
せ

ん
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
35
号
は
、
全
員
賛
成
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
23
号
は
、
全
員
賛
成
で

採
択
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
24
号
、
第
30
号
以
上
２

件
は
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し

ま
し
た
。

▽
議
案
第
33
号
は
、
全
員
賛
成
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
14
号
は
、
全
員
賛
成
で

採
択
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
25
号
、
第
26
号
以
上
２

件
は
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し

ま
し
た
。

▽
議
案
第
34
号
は
、
全
員
賛
成
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
27
号
、
第
28
号
、
第
29

号
以
上
３
件
は
、
賛
成
少
数
で
不

採
択
と
し
ま
し
た
。

企
画
総
務

民
生
教
育

都
市
環
境

▽
議
案
第
32
号　

令
和
７
年
度 

座
間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

　

地
域
づ
く
り
部
所
管
事
項
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

費
に
つ
い
て
「
令
和
６
年
度
ま
で

は
８
館
１
ル
ー
ト
で
、
令
和
７
年

度
か
ら
１
館
ず
つ
に
変
え
た
と
い

う
こ
と
だ
が
、
単
価
は
」
と
の
質

疑
に
「
令
和
６
年
度
の
８
館
１
ル 

ー
ト
の
収
集
運
搬
費
は
、
税
抜
き

１
５
０
０
円
で
す
。
令
和
７
年
は

１
館
１
ル
ー
ト
で
、
税
抜
き
１
６ 

０
０
円
で
す
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。ま
た
、「
随
意
契
約
だ
と
、

こ
の
事
業
に
関
し
て
は
50
万
円 

が
一
つ
の
上
限
か
と
思
う
が
、
過

去
３
年
の
予
算
額
は
」
と
の
質
疑

に「
令
和
４
年
度
は
57
万
５
千
円
、

令
和
５
年
度
は
54
万
２
千
円
、
令

和
６
年
度
は
48
万
円
、
令
和
７
年

度
は
73
万
円
で
す
。
い
ず
れ
も
当

初
予
算
額
で
は
50
万
円
以
上
で 

し
た
が
、
50
万
円
以
下
と
い
う
設

計
見
積
り
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、

そ
の
際
に
50
万
円
以
下
と
な
っ 

た
こ
と
で
随
意
契
約
と
な
り
ま
し

た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

福
祉
部
所
管
事
項
、
民
生
費
国

庫
補
助
金
に
つ
い
て
「
生
活
困
窮

者
就
労
準
備
支
援
事
業
費
等
補
助

金
は
、
シ
ス
テ
ム
改
修
に
充
て
る

と
の
こ
と
だ
が
、
被
保
護
者
の
自

立
支
援
に
関
わ
る
シ
ス
テ
ム
改
修

な
の
か
」
と
の
質
疑
に
「
生
活
保

護
シ
ス
テ
ム
の
改
修
で
あ
り
、
自

立
支
援
事
業
の
シ
ス
テ
ム
と
は
無

関
係
の
も
の
で
す
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
自
立
支

援
と
は
無
関
係
だ
が
、
補
助
金
の

交
付
要
綱
に
シ
ス
テ
ム
改
修
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

か
」
と
の
質
疑
に
「
要
綱
の
中
で
、

生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
改
修
に
係
る

も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
令
和
７
年
10
月

に
生
活
扶
助
基
準
が
改
定
さ
れ
た

と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
改

定
は
何
年
に
一
度
行
わ
れ
る
の

か
」
と
の
質
疑
に
「
基
本
的
に
は

５
年
に
１
回
で
す
。
た
だ
し
、
今

回
に
つ
い
て
は
例
外
的
に
、
本
来

で
あ
れ
ば
５
年
後
の
と
こ
ろ
を
４

年
後
に
見
直
す
と
厚
生
労
働
省
か

ら
示
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
た
し

か
令
和
４
年
、
令
和
５
年
も
物
価

高
騰
対
応
で
、
厚
生
労
働
省
か
ら

話
が
来
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の

際
、
本
市
も
改
定
し
た
の
か
」
と

の
質
疑
に
「
令
和
５
年
に
、
ま
ず

特
例
加
算
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
２

年
後
の
令
和
７
年
に
千
円
の
も
の

が
１
５
０
０
円
に
改
定
さ
れ
た
と

い
う
経
緯
で
す
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

く
ら
し
安
全
部
所
管
事
項
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成
金
に

つ
い
て「
令
和
３
年
度
の
新
田
宿
、

四
ツ
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
委
員
会
の
不
採
択
を
考

え
る
と
、
管
理
運
営
委
員
会
と
く

ら
し
安
全
部
で
、
今
後
調
整
は
し

な
い
の
か
」
と
の
質
疑
に
「
要
綱

上
で
は
全
て
の
事
業
が
採
択
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
横

　

予
算
決
算

○賛成●反対△退席

※�会派等とは、公明（座間市公明党）、共産（日本共産党座間市議団）、新政（新政いさま）、自民（自由民主
党座間市議団）、あおぞら（あおぞらひまわりの会）、無会（会派に属さない議員）のことです。

6 月 定 例 会 の 審 議 結 果

6
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件
の
審
査
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

座間市公明党 　髙�栁�浩�子　　鈴�木�一�寿　　伊�藤�多�華　　加�藤�　�学

日本共産党座間市議団 　守�谷�浩�一　　星野久美子

新政いさま 　大矢新一郎　　美濃口　集　　荻�原�健�司　　京�免�康�彦

自由民主党座間市議団 　内�藤�幸�男　　髙�波�貴�志　※熊�切�和�人　　吉�田�義�人
　竹�田�陽�介

あおぞらひまわりの会 　松�橋�淳�郎　　星�野�　�郁

会派に属さない議員 　安海のぞみ　　長�瀨�未�紗　　馬�場�佳�陽　　片�岡�将�志
　沖�永�明�久

※議長のため、表決には加わりません。

会 派 の 構 成 （ 議 席 番 号 順 ）


